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今月の概要
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フロンティア分野 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  12
膀地球惑星科学関連学会合同大会が開催される－宇宙生存圏科学を提唱－


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 15回となる 2004 年合同大会は









































































































































































































































































































② この siRNA の一方の RNA 鎖
は RISC 複 合 体（RNA-induced 
silencing complex）と結合し、も
う一方のRNA鎖は分解される。
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　Thomson Scientific 社は、保有













































































すると、全体の 35％が Molecular 
Biology & Genetics（分子生物学＆
遺伝学）、21％が Plant & Animal 
Science（植物学＆動物学）、19％
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Methylation-specific PCR: A novel PCR assay for methylation 
status of CpG islands STATUS OF CPG.
メチル化 Herman, JG等（米国） PNANS（1996）
2 627
Duplexes of 21-nucleotide RNAs mediate RNA interference 
in cultured mammalian cells.
RNAi Elbashir, SM（ドイツ） NATURE（2001）
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Methylation of the 5'-CpG island of the P16/CDKN2 tumor-
suppressor gene in normal and transformed human tissues 













Selective recognition of methylated lysine 9 on histone H3 by 













An RNA-directed nuclease mediates post-transcriptional 






















































































































































































899 個の miRNA が既に登録され
ており、ショウジョウバエ 78 個、































The miRNA Registry のウェブより
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現在は $500 million であると見








































































































































基礎研究 1998年から 2001年 4年間
生体の遺伝子サイレンシングのメカ
ニズムの解明
応用研究 2002年から 2004年 3年間
疾患モデル生物を用いた治療に向け
た研究
臨床研究 2005年から？ ？ 患者に対する臨床治験に関する研究
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で CC1991 を、そして、その 10
年後にあたる 2001 年に、最新の
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　図表６　セメント産業における廃棄物・副産物の活用実績８）




高炉スラグ  12,162 11,915 10,474
石炭灰  5,145 5,822 6,320
副産石こう  2,643 2,568 2,556
汚泥・スラッジ  1,906 2,235 2,286
非鉄鋼滓など 1,500 1,236 1,039
製鋼スラグ 795 935 803
燃えがら・ばいじん・ダスト 734 943 874
ボタ 675 574 522
鋳物砂 477 492 507
廃タイヤ 323 284 253
再生油 239 204 252
廃油 120 149 100
廃白土 106 82 97
廃プラスチック 102 171 211
その他 433 450 942
合計 27,359 28,061 27,238
セメント総生産量 82,373 79,119 75,479












































































































































































































































OECD Environmental Data Compendium 2002 を基に作成
36
科学技術動向　2004 年６月号 世界をリードする日本型ゼロエミッション・システムの動向　̶素材型産業を中核とする循環の形成̶
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 ０ クリープ損傷率（％） 100
　図表５　コンクリートの塩害による劣化進展モデル
